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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する一対の基板間に液晶が挟持され、反射表示領域と透過表示領域と着色層とを有
するサブ画素を複数備えた液晶パネルと、照明装置と、からなる液晶表示装置であって、
　前記着色層と前記液晶との間に反射表示のための反射膜を有し、
　互いに隣り合う前記サブ画素に設けられた前記着色層の間に遮光層を有し、
　前記遮光層と平面的に重なるように前記反射膜の非形成領域が設けられ、該非形成領域
の幅は前記遮光層の幅よりも細いことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　対向する一対の基板間に液晶が挟持され、反射表示領域と透過表示領域と着色層とを有
するサブ画素を複数備えた液晶パネルと、照明装置と、からなる液晶表示装置であって、
　前記着色層と前記液晶との間に反射表示のための反射膜を有し、
　前記一対の基板のうち前記照明装置が設けられた側の基板の前記液晶とは反対側の面に
、複数のサブ画素に亘る凹部を有し、複数の着色層からなるカラーフィルタを該凹部に設
けたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　対向する一対の基板間に液晶が挟持され、反射表示領域と透過表示領域と着色層とを有
するサブ画素を複数備えた液晶パネルと、照明装置と、からなる液晶表示装置であって、
　前記着色層と前記液晶との間に反射表示のための反射膜を有し、
　前記着色層は、前記一対の基板のうち前記照明装置が設けられた側の基板の前記液晶と
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は反対側の面に設けられた凹部又は前記液晶側の面のいずれかに設けられており、
　前記反射膜は、互いに隣り合う前記サブ画素に設けられた前記着色層の繋ぎ目部分と平
面的に重なるように設けられたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　前記反射膜が光散乱機能を有していることを特徴とする請求項１～３のいずれかの項に
記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかの項に記載の液晶表示装置を備えたことを特徴とする電子機器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、反射モード及び透過モードの双方を備えた半透過反射型の液晶表示装置およ
び電子機器に関し、より詳しくは、反射モードを白黒表示とし、透過モードをカラー表示
とした表示型（以下、モノカラーと呼ぶ）の液晶表示装置の構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話やＰＤＡ等の表示装置として、反射モードと透過モードの双方を備えた
半透過反射型の液晶表示装置が広く使用されている。このような半透過反射型液晶表示装
置としては、アルミニウム等の金属膜に光透過用のスリット（開口部）を形成した反射膜
を下基板の内面に備え、この反射膜を半透過反射膜として機能させるものが知られている
。この場合、反射モードでは、上基板側から入射した外光が、液晶層を通過した後に下基
板の内面の反射膜で反射され、再び液晶層を通過して上基板側から射出され、表示に寄与
する。一方、透過モードでは下基板側から入射したバックライトからの光が、反射膜の開
口部から液晶層を通過した後、上基板側から外部に射出され、表示に寄与する。したがっ
て、反射膜の形成領域のうち、開口部が形成された領域が透過表示領域、その他の領域が
反射表示領域となる（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－１７２９２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このような半透過反射型の液晶表示装置としては、上基板又は下基板のいずれかにカラ
ーフィルタを設けたものが広く使用されている。例えば、先の特許文献１には、下基板の
内面に反射膜とカラーフィルタとを順次積層し、反射モード及び透過モードの双方をカラ
ー表示としたものが示されている。しかし、用途によっては、反射モードをカラー表示と
せずに、むしろ白黒表示として明るさを稼ぎたいといった要望もある。そこで、本出願人
は、本出願に先立って、カラーフィルタを透過表示領域（反射膜の開口部）のみに設けた
液晶表示装置を提案している。以下、この種の半透過反射型液晶表示装置をモノカラー型
液晶表示装置という。
【０００４】
　図９（ｂ）は、先に提案されたモノカラー型液晶表示装置の下基板側の断面構成を示す
模式図である。この液晶表示装置には、下基板上に反射膜，カラーフィルタ（着色層）Ｒ
，Ｇ，Ｂ，平坦化膜、透明電極が順次積層されている。反射膜には、画素中央部に開口部
が形成されており、この開口部の形成された領域（透光部）が透過表示領域となり、それ
以外の領域が反射表示領域となる。着色層Ｒ，Ｇ，Ｂは、透過表示領域である反射膜の開
口領域にのみ選択的に形成されている。
【０００５】
　ところで、半透過反射型の液晶表示装置では、反射表示時の明るさを稼ぐために、通常
、反射表示領域は透過表示領域よりも広く形成される。しかし、モノカラー型液晶表示装
置の場合には、反射表示領域を広くしてしまうと、基板上に占める着色層Ｒ，Ｇ，Ｂの割
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合が小さくなり、平面視した場合に、隣接する着色層Ｒ，Ｇ，Ｂの間隔が着色層Ｒ，Ｇ，
Ｂのサイズに比べて非常に大きくなってしまう。このため、色純度を上げる目的で着色層
Ｒ，Ｇ，Ｂの膜厚を厚くした場合には、この着色層による凹凸を平坦化膜によって十分に
平坦化できなくなり、ギャップむらが発生してしまう。特に、ＳＴＮ型液晶表示装置等の
ように高精度なギャップ制御が必要なものでは、このようなギャップむらは表示品質を大
きく低下させてしまう。この問題を解決するために、本出願人は、図９（ａ）に示すよう
に、着色層の非形成領域の一部にブラックマトリクスＢＭを配置した構造を提案している
。この場合、着色層と着色層との間の空間がブラックマトリクスＢＭによって一部埋めら
れるため、前述のものに比べて基板表面の平坦性は良くなる。しかし、この構造では、反
射表示領域内にブラックマトリクスＢＭが形成されるため、反射表示が暗くなってしまう
。また、これらの構造では、反射膜の開口パターンと着色層のパターンとの間に位置ずれ
が生じると、反射輝度及び透過輝度の双方が損なわれてしまうため、パターンの形成に高
い精度が要求されるといった問題もある。
【０００６】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、透過モードにおいては鮮やかなカラ
ー表示が可能であり、反射モードにおいては明るいモノクロ表示が可能で、更に、ギャッ
プの均一性がよく、製造が容易なモノカラー型の液晶表示装置および電子機器を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するため、本発明の液晶表示装置は、対向する一対の基板間に液晶を
挟持してなり、各々が異なる色に対応した複数のサブ画素からなる画素を有する液晶パネ
ルと、前記液晶パネルの一方の側に設けられ、当該液晶パネルに照明光を照射する照明装
置と、前記一対の基板の前記照明装置が設けられた側の基板上に設けられ、各前記サブ画
素に対応して異なる色の複数の着色層が配列されたカラーフィルタと、前記カラーフィル
タに対して前記液晶側に設けられた反射膜と、各前記着色層に重なり前記照明光を透過さ
せる透光部とを備えたことを特徴とする。
【０００８】
　前述のように、従来のモノカラー型液晶表示装置では、反射膜はカラーフィルタの下（
照明装置側）に配置されていたため、モノカラー構造を実現するには、カラーフィルタは
反射膜の透光部にのみ正確にパターニングする必要があった。また、ギャップの均一性を
高めるために、カラーフィルタの膜厚は、平坦化膜による平坦化の程度を超えない範囲に
制限されることになり、十分な色域が得られない場合があった。これに対して、本発明で
は、従来の反射膜とカラーフィルタの配置関係を逆にして、反射膜をカラーフィルタの上
（観察側）に設置し、反射膜をカラーフィルタの各着色層に一部平面的に重なるように配
置している。この構成では、反射表示領域に位置する着色層は、反射膜の裏面側に隠れる
ため、反射表示に影響を与えることはない。このため、明るい反射表示が可能である。ま
た、この構成では、敢えて着色層を透過表示領域に合わせてパターニングする必要がない
ので、カラーフィルタとして通常のカラーフィルタ、即ち、着色層やブラックマトリクス
が略隙間なく配列された表面の平坦なカラーフィルタを用いることができる。したがって
、従来よりもギャップの均一性のよいモノカラー型の液晶表示装置を提供することができ
る。また、カラーフィルタと反射膜との位置ずれの大きさは、反射膜の透光部の大きさ程
度まで許容されるため、製造が容易になる。
【０００９】
　本発明の液晶表示装置では、前記液晶パネルの前記一対の基板のうち前記照明装置が設
けられた側の基板（下基板）の前記液晶側の面（内面）に、前記カラーフィルタと前記反
射膜とがこの順に積層されている構成を採用することができる。
　このようにカラーフィルタを基板の内面に設けることにより、下基板の厚みによる混色
の影響を防ぐことができる。
【００１０】
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　また、本発明の液晶表示装置では、前記液晶パネルの前記一対の基板のうち前記照明装
置が設けられた側の基板（下基板）の前記液晶側の面（内面）に前記反射膜が設けられ、
前記照明装置が設けられた側の基板の前記液晶側とは反対側の面（外面）に前記カラーフ
ィルタが設けられている構成を採用することができる。
　この場合、カラーフィルタを外付けすることができるので、歩留まりを向上することが
できる。ただし、この構成では、下基板の厚みによってサブ画素間で混色を生じる可能性
があるため、このような混色を防ぐための何らかの手段を講じることが望ましい。具体的
には、前記一方の基板の前記液晶側とは反対側の面に凹部が形成され、当該凹部に前記カ
 
ラーフィルタが設けられている構成を採用することができる。すなわち、対向する一対の
基板間に液晶が挟持され、反射表示領域と透過表示領域と着色層とを有するサブ画素を複
数備えた液晶パネルと、照明装置と、からなる液晶表示装置であって、前記着色層と前記
液晶との間に反射表示のための反射膜を有し、前記一対の基板のうち前記照明装置が設け
られた側の基板の前記液晶とは反対側の面に、複数のサブ画素に亘る凹部を有し、複数の
着色層からなるカラーフィルタを該凹部に設けた構成を採用することができる。この場合
、カラーフィルタの配置される部分のみを局所的に薄くするため、基板全体を薄くした場
合に比べて、基板の強度を保つことができる。例えば、マザーガラスから下基板を切り出
す場合において、割れ等が生じなくなる。
【００１１】
　また、本発明の液晶表示装置では、前記反射膜が光散乱機能を有していることが望まし
い。
　これにより、視野角の広い表示が可能になる。
【００１２】
　また、本発明の液晶表示装置では、前記反射膜が、隣接する着色層の繋ぎ目部分と重な
るように配置されている構成を採用することができる。すなわち、対向する一対の基板間
に液晶が挟持され、反射表示領域と透過表示領域と着色層とを有するサブ画素を複数備え
た液晶パネルと、照明装置と、からなる液晶表示装置であって、前記着色層と前記液晶と
の間に反射表示のための反射膜を有し、前記着色層は、前記一対の基板のうち前記照明装
置が設けられた側の基板の前記液晶とは反対側の面に設けられた凹部又は前記液晶側の面
のいずれかに設けられており、前記反射膜は、互いに隣り合う前記サブ画素に設けられた
前記着色層の繋ぎ目部分と平面的に重なるように設けられた構成を採用することができる
。
　こうすることで、着色層間の混色を防ぐことができる。
【００１３】
　本発明の液晶表示装置では、前記着色層と着色層との間に遮光層が設けられており、該
遮光層の一部に前記反射膜の形成されない領域が重なる構成を採用することができる。す
なわち、対向する一対の基板間に液晶が挟持され、反射表示領域と透過表示領域と着色層
とを有するサブ画素を複数備えた液晶パネルと、照明装置と、からなる液晶表示装置であ
って、前記着色層と前記液晶との間に反射表示のための反射膜を有し、互いに隣り合う前
記サブ画素に設けられた前記着色層の間に遮光層を有し、前記遮光層と平面的に重なるよ
うに前記反射膜の非形成領域が設けられ、該非形成領域の幅は前記遮光層の幅よりも細い
構成を採用することができる。
　本発明の液晶表示装置では、遮光層を覆う反射膜を一部除去することによって遮光層を
露出させるので、遮光層を反射膜の加工精度に応じて任意のサイズに形成することができ
る。例えば、遮光層にブラック樹脂を用いた場合、ブラック樹脂は加工精度が１３μｍ程
度しかないため高精細用途には向かないが、本構成の液晶表示装置では、例えば、遮光層
の上に反射膜を形成し、フォトエッチングによって遮光層の一部を露出させるため、遮光
層を反射膜のフォトエッチングの精度（数μｍの精度）で形成することができる。
【００１４】
　本発明の電子機器は、前述した本発明の液晶表示装置を備えたことを特徴とする。
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　これにより、透過モードにおいては鮮やかなカラー表示であり、反射モードにおいては
明るいモノクロ表示が可能な表示部を備えた電子機器を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態を図面を用いて説明する。なお、以下の全ての図面において
は、図面を見やすくするため、各構成要素の膜厚や寸法の比率などは適宜異ならせてある
。また、本明細書では、液晶表示装置を構成する各部材の液晶側の面を「内面」、液晶側
とは反対側の面を「外面」という。
【００１６】
　図１は、本実施形態に係る液晶表示装置の概略構成を示す模式図であり、図１（ａ）は
Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の３つのサブ画素からなる１画素の断面構造を示す図、図
１（ｂ）はその平面構造を示す図である。この液晶表示装置１は、１画素内に複数のサブ
画素を有する液晶パネル５０と、該液晶パネル３０に対して観察側（紙面上側）とは反対
側に配置されたバックライト（照明装置）４０とを備えている。
【００１７】
　液晶パネル５０は、ＳＴＮ液晶３０を挟んで対向する下基板１０及び上基板２０を、こ
れら２枚の基板の周縁部に環状に設けたシール材（図示略）によって接着一体化したもの
である。下基板１０には、ガラスやプラスチック等からなる基板本体１１の内面側に、複
数の着色層からなるカラーフィルタ１２が形成されている。このカラーフィルタ１２には
、それぞれＲ，Ｇ，Ｂの３原色に対応した３種類の着色層１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂが、サ
ブ画素の配列状態に対応させて、ストライプ状に略隙間なく配列されている。
【００１８】
　このカラーフィルタ１２の表面には、アルミニウムや銀等の反射率の高い金属膜からな
る反射膜１４が各着色層１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂと一部平面的に重なるような形で部分的
に形成されている。すなわち、本実施形態の反射膜１４には開口部１３ａが形成されてお
り、反射膜１３の形成領域が反射表示領域Ｒとなり、反射膜１３の非形成領域、即ち、開
口部（透光部）１３ａの形成領域が透過表示領域Ｔとなる。この開口部１３ａは、各サブ
画素に対して設けられており、それぞれのサブ画素において透過表示と反射表示の双方の
表示を可能としている。また、本実施形態では、開口部１３ａを各サブ画素の中央部に形
成し、反射膜１３がサブ画素の境界部分（即ち、隣接する着色層の繋ぎ目部分）を含む領
域に配置されるようにしている。このため、この境界部分の反射膜１３が一種のブラック
マトリクスとして機能し、着色層間の混色を防止することができる。このように、本実施
形態では、反射膜１３に開口部１３ａを設けることにより、この反射膜１３を半透過反射
膜として機能させている。この反射膜１３は、例えば、下基板１０上にカラーフィルタ１
２を形成した後、アルミニウム等を成膜し、これをエッチングすることによって形成する
ことができる。この際、カラーフィルタ１２の着色層はなるべく隙間なく配列し、カラー
フィルタ１２の表面が平坦化されるようにすることが望ましい。或いは、市販のカラーフ
ィルタ基板の表面に反射膜１２をパターン形成してもよい。
【００１９】
　この反射膜１３の表面には絶縁膜１４が形成されており、この絶縁膜１４の表面にはＩ
ＴＯ等からなる複数の透明電極１５が形成されている。この透明電極１５は、紙面垂直方
向に延びる平面視ストライプ状に形成されている。この透明電極１５は、上基板２０上に
形成されたストライプ状の透明電極２５に対して直交する方向に延在しており、透明電極
１５と透明電極２５との交差領域内に含まれる液晶パネル５０の構成部分（カラーフィル
タ１２、反射膜１３、透明電極１５、液晶３０、透明電極２５等における前記交差領域内
の部分）が１つのサブ画素を構成している。そして、このように構成された下基板１０の
最表面には、ポリイミド等からなる配向膜１６が形成されている。
【００２０】
　一方、上基板２０には、ガラスやプラスチック等からなる基板本体２１の内面側に、Ｉ
ＴＯ等からなる複数の透明電極２５と、ポリイミド等からなる配向膜１６が順次形成され
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ている。透明電極２５は、下基板１０の透明電極１５と直交する方向、即ち、紙面水平方
向に延びる平面視ストライプ状に形成されている。
【００２１】
　この液晶表示装置１では、反射表示においては、上基板２０側から入射した外光Ｌ１が
、液晶３０を通過した後、反射膜１３によって反射され、再び液晶３０、上基板２０を通
過して外部に視認される。光Ｌ１はカラーフィルタ１２を通過しないので、表示は白黒表
示となる。一方、透過表示においては、下基板側から入射したバックライト４０からの光
Ｌ２が、カラーフィルタ１２を通過した後、反射膜１３の開口部１３ａから液晶３０に入
射する。そして、液晶３０、上基板２０を通過して外部に視認される。光Ｌ２はカラーフ
ィルタ１２を通過するので、表示はカラー表示となる。
【００２２】
　このように本実施形態の液晶表示装置１は、外光を利用した反射モードと内部光源を利
用した透過モードの双方を備えた半透過反射型の液晶表示装置であって、特に、反射モー
ドを白黒表示によって行ない、透過モードをカラー表示によって行なうモノカラー型の液
晶表示装置である。本実施形態の液晶表示装置は、従来のものと比較して、カラーフィル
タと反射膜との配置関係を逆転させた点に特徴を有している。前述のように、従来のモノ
カラー型液晶表示装置では、反射膜はカラーフィルタの下（照明装置側）に配置されてい
たため、モノカラー構造を実現するには、カラーフィルタは反射膜の透光部のみに正確に
パターニングする必要があった。また、ギャップの均一性を高めるために、カラーフィル
タの膜厚は、平坦化膜による平坦化の程度を超えない範囲に制限されることになり、十分
な色域が得られない場合があった。これに対して、本実施形態では、従来の反射膜とカラ
ーフィルタの配置関係を逆にして、反射膜１３をカラーフィルタ１２の上（観察側）に設
置し、反射膜１３をカラーフィルタ１２の各着色層１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂに一部平面的
に重なるように配置している。この構成では、反射表示領域Ｒに位置する着色層１２Ｒ，
１２Ｇ，１２Ｂは、反射膜１３の裏面側に隠れるため、反射表示に影響を与えることはな
い。このため、明るい反射表示が可能である。また、この構成では、敢えて着色層１２，
１２Ｇ，１２Ｂを透過表示領域Ｔに合わせてパターニングする必要がないので、カラーフ
ィルタ１２として通常のカラーフィルタ、即ち、着色層１２，１２Ｇ，１２Ｂが略隙間な
く配列された表面の平坦なカラーフィルタを用いることができる。したがって、従来より
もギャップの均一性のよいモノカラー型液晶表示装置を提供することができる。また、カ
ラーフィルタ１２と反射膜１２との位置ずれの大きさは、反射膜１３の透光部１３ａの大
きさ程度まで許容されるため、製造が容易になる。
【００２３】
［変形例］
　次に、本実施形態の変形例について説明する。なお、以下の変形例において、前記実施
形態の構成と同様の部材又は部位については同じ符号を付し、詳細な説明は省略する。
（第１の変形例）
　図２は、カラーフィルタ１２を下基板１０の外面側に配置した例を示している。この構
成の液晶表示装置２においても、前述したのと同様の作用効果を奏することができる。ま
た、この構成では、カラーフィルタ１２を外付けすることができるので、歩留まりの向上
を図ることができる。ただし、下基板１０が厚い場合には、この厚みによってサブ画素間
で混色が生じる可能性があるため、下基板１０の厚みは０．１ｍｍ以下とすることが望ま
しい。
【００２４】
（第２の変形例）
　図３は、下基板１０の外面側に、基板の厚みを薄くするための凹部１１ａを形成し、こ
の凹部１１ａの中にカラーフィルタ１２を設置した例を示している。この液晶表示装置３
では、カラーフィルタ１２の配置される部分のみを局所的に薄くしているため、図２のよ
うに基板全体を薄くした場合に比べて、基板１１の強度を保つことができる。例えば、マ
ザーガラスから基板１１を切り出す場合において、割れ等が生じにくくなる。
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【００２５】
（第３の変形例）
　図４は、反射膜１３の下に凹凸面を形成した例を示している。図４では、カラーフィル
タ１２の表面に不規則な凹凸形状を有する樹脂膜１７を形成し、この樹脂膜１７の表面に
反射膜１３を形成することによって、反射膜１３の表面に樹脂膜１７の凹凸形状を反映し
た凹凸形状を付与している。この液晶表示装置４では、反射膜１３は光散乱機能を有する
ことになり、視野角の広い表示が得られる。
【００２６】
（第４の変形例）
　図５は、隣接する着色層の間にブラック樹脂からなる遮光層ＢＭを設け、この遮光層Ｂ
Ｍの表面にかかる反射膜１３をフォトリソグラフィ技術を用いて一部除去した（即ち、遮
光層ＢＭの平面領域内に、反射膜１３の形成されない領域が一部設けられている）例を示
している。ブラック樹脂を用いたカラーフィルタは安価に提供できる反面、加工精度が１
３μｍ程度しかないため、高精細用途には向かない。しかし、本例の液晶表示装置５では
、遮光層ＢＭの上に反射膜１２を形成し、フォトエッチングによって遮光層ＢＭの一部を
露出させるため、反射膜のフォトエッチングの精度（数μｍの精度）で遮光層ＢＭを形成
することができる。すなわち、本例の液晶表示装置５によれば、パネルの高精細化と低コ
スト化を同時に実現することができる。
【００２７】
（第５の変形例）
　図６は、図４に示した第３の変形例において、透過表示領域Ｔの樹脂膜１７を除去した
例を示している。この液晶表示装置６によれば、コントラストの向上及び色域面積の向上
を図ることができる。
【００２８】
（第６の変形例）
　図７は、図６に示した第５の変形例において、樹脂膜１７を省略し、着色層１２Ｒ，１
２Ｇ，１２Ｂ自体に不規則な凹凸を形成した例を示している。すなわち、本例では、凹凸
形状を有するカラーフィルタ１２の表面に反射膜１３を形成することによって、反射膜１
３の表面に着色層の凹凸形状を反映した凹凸形状を付与している。よって、本例の液晶表
示装置７によっても、視野角の広い表示が可能になる。
【００２９】
［電子機器］
　次に、本発明の電子機器について説明する。図８は、本発明に係る電子機器の一例であ
る携帯電話を示す斜視図である。この携帯電話１３００は、本発明の液晶表示装置を小サ
イズの表示部１３０１として備え、複数の操作ボタン１３０２、受話口１３０３、及び送
話口１３０４を備えて構成されている。この電子機器は、前述した本発明の液晶表示装置
を備えているので、透過モードにおいては鮮やかなカラー表示が可能であり、反射モード
においては明るいモノクロ表示が可能である。
　なお、上記各実施の形態の表示装置は、上記携帯電話に限らず、電子ブック、パーソナ
ルコンピュータ、ディジタルスチルカメラ、液晶テレビ、ビューファインダ型あるいはモ
ニタ直視型のビデオテープレコーダ、カーナビゲーション装置、ページャ、電子手帳、電
卓、ワードプロセッサ、ワークステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、タッチパネルを
備えた機器等々の画像表示手段として好適に用いることができ、いずれの電子機器におい
ても、明るく、高コントラストであり、かつ広視野角の透過／反射表示が可能になってい
る。
【００３０】
　以上、添付図面を参照しながら本発明に係る好適な実施の形態例について説明したが、
本発明は係る例に限定されないことは言うまでもない。また、上述した例において示した
各構成部材の諸形状や組み合わせ等は一例であって、本発明の主旨から逸脱しない範囲に
おいて設計要求等に基づき種々変更可能である。本発明においては、少なくとも反射膜が
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カラーフィルタよりも液晶層側に配置されていればよく、それ以外の構成については任意
に設定することができる。例えば、カラーフィルタを下基板に対して別体に設けたり、反
射膜とカラーフィルタの双方を下基板から切り離して別体に設けたりすることも可能であ
る。また、前記の実施形態では、本発明をＳＴＮ方式の液晶表示装置に適用した例を示し
たが、これ以外の方式の液晶表示装置に対して本発明を適用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の断面模式図及び平面模式図。
【図２】第１の変形例に係る液晶表示装置の構成を示す断面模式図。
【図３】第２の変形例に係る液晶表示装置の構成を示す断面模式図。
【図４】第３の変形例に係る液晶表示装置の構成を示す断面模式図。
【図５】第４の変形例に係る液晶表示装置の構成を示す断面模式図。
【図６】第５の変形例に係る液晶表示装置の構成を示す断面模式図。
【図７】第６の変形例に係る液晶表示装置の構成を示す断面模式図。
【図８】本発明の電子機器の一例を示す斜視図。
【図９】従来のモノカラー型液晶表示装置を示す断面模式図。
【符号の説明】
【００３２】
１，２，３，４，５，６，７…液晶表示装置、１０…下基板、１１ａ…凹部、１２…カラ
ーフィルタ、１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ…着色層、１３…反射膜、１３ａ…開口部（透光部
）、２０…上基板、３０…液晶、４０…バックライト（照明装置）、５０…液晶パネル

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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